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発表の概要
● 年次報告書をベースに、昨年のLibreOfficeコミュニ

ティを振り返り
– この1年ではなく昨年について（汗

● 10周年であり、新マーケティング計画も打ち出した
● COVIT-19の影響で、オンラインのみへ



自己紹介：えのきしんじ
● LibreOffice日本語チーム(2011-)
● The Document Foundationメンバ(2014-)

– TDF Membership Committee 
Deputies(2020-)

● 主にイベントを担当



Anual report（年次報告書）とは
● The Document Foundationがドイツの法律に基づい

て作成している年次報告書
– 法的な正式版はドイツ語。英語版を作ってドイツ語

に翻訳している
● 財務だけでなく、LibreOffice全体や、各プロジェク

ト、各地域の活動など網羅的に紹介
– 報告書だけでおおよそLibreOfficeの動きがわかる



COVID-19の影響（いきなり私見）
● 開発活動は元からオンラインなので大きな影響はなし
● コミュニケーションが取りづらい問題

– 新マーケティングプランなど意見が衝突しやすいテーマはオフライ
ンの方が伝わりやすい

– アジアなど遠方からは議論に参加しやすくなった？
● Jitsiでビデオミーティングするようになった

● MCはチャット中心だから英語苦手でも大丈夫、と聞いて立候補したのだけ
ど（汗

● 大変だったり、疲れている人も（LibreOfficeコミュニティに限らず）



TDFの体制図とメンバー管理委員会（MC）選挙



Advisory Board：15組織
● Adfinis SyGroup
● allotropia softwareGmbH (joined in 

2021)
● Red Hat
● Collabora
● GNOME
● Google
● Kopano b.v.
● City of Munich 

(LandeshaupstadtMünchen)

● CIBSoftware
● LLC RusBITech-Astra
● IHC Invest Inc.
● Software inthe Public Interest (SPI)
● KDE e.V.
● UK Government Digital Services
●  the Free Software Foundation 

Europe (FSFE)



10周年/20周年
● LibreOffice 10周年、OpenOffice.orgから20周年

– リアルイベントがいろいろ企画されていたができな
くなった

● オンラインでいくつかイベント



openSUSE + LibreOffice Conference
もオンライン開催

● 3日間3トラックくらいとそこそこ発表数あり
● 今年も9月にオンライン開催

– 現在発表申込（CfP）受付中



財務会計、予算
● 収入：

– 個人からの寄付の比率が高い
– 今年はパンデミックの影響で自宅での利用者が増え

てダウンロード数増加→寄付も大幅増
– 寄付いただけていることに感謝







財務会計、予算(4)
● イベント費用、
旅費が減って
人件費率上昇



定例メジャーバージョンアップ：6.4と7.0
●  6.4 : 2020/1/29
●  7.0 : 2020/8/5
● 1月末から2月、7月末から8月の年2回



6.4リリース
● もう1年以上昔でサポートも終わってますが...
● 報告書では墨消し機能の自動削除化がピックアップ



7.0リリース
● ODF 1.3対応
● グラフィックエンジンSkiaのサポート

– まだ安定していないのか、Skiaをオフにしたらグラ
フィック問題が解決するひとがちらほら

● 先日7.0系がサポート終了(EOL)に



新マーケティングプラン
● 10周年を機に、マーケティングプランを新たに
● クラウドやモバイルがますます重要になってきた

– このままではプロプラの世界になってしまう危機感
● LibreOffice Technology

– デスクトップ、モバイル、クラウドで同じプラット
フォームを利用

– LibreOfficeベースというアピール



新マーケティングプラン
● TDFリリース版をLibreOffice Communityと呼んで、
エコシステムパートナー（企業）の
LibreOffice Enterpriseと区別することに
– 今年の7.1から適用

● 企業や団体への導入にはLibreOffice Enterpriseを推奨
● エコシステムパートナーの増加や発展が狙い

– 供給側の論理だけでなく、利用組織にとってもサポートが
あった方が導入成功率が高まる、という意味もあると思う



ODFとデジタル主権（Digital Sovereignty）
● ヨーロッパではアメリカのサービスやクラウドにデー
タを吸い取られている危機感が強い

● デジタル主権を取り戻そうとする政治戦略的な運動が
ある
– GDPRもその流れにある

● ODF1.3がLibreOffice 7.0で実装。ヨーロッパのデジタ
ル主権の基礎になる、と報告書でアピール



ODFとデジタル主権（Digital Sovereignty）(2)
● ソフトウェアは、デスクトップのオフィスソフト、クラウ

ドストレージをFOSSに
● データ形式は、相互運用性の確保できる

ODFにして、欧州政府は市民の個人データ
の管理を取り戻せる

● 具体的に政府への働きかけをどのように
しているかは言及されていないが、
FSFEと連携して活動しているのかも



Native Language Projects
● 各言語プロジェクトが報告した内容を記載
● 活動していても報告してなくて載っていないケースも
● Central Kurdish（中央クルド語）が追加された。わりとがん
ばって翻訳しているらしい

● エスペラント語のUI翻訳率の高さにびっくり
● 台湾：AsiaConはキャンセルになったが、ブログをリプレースし

たり、認定合格者が増えたり、自治体導入が進んだり
● トルコ：メンタリングして、学生開発者を育ててる



開発：トレンドはかわらず。安定
● gitコミット数は、Collabora、不明（個人）、Redhat

の順らしい



新しく参加を考えている人向けのWebサイト
● 質問に答えていくと、おすすめの分野が示される

https://whatcanidoforlibreoffice.org/

https://whatcanidoforlibreoffice.org/


QA(品質保証)
● 2020年は、3,726ユーザから9,631件のバグ報告

– 毎週185件ペース





ドキュメンテーション
● ガイドブックが怒涛の更新
● バージョンアップがなかなか出来ていなかったのが、
6.4や7.0へ

● Calc GuideとWriter Guideは今年に入って
7.1対応へ



インフラ
● 拡張機能・テンプレートサイトがリニューアル

– 以前のサイトがメンテナンス不能になっていた
● 質問サイトをAskBotからDiscourseへ移行テスト

– 実際の移行は今年8月第1週から作業
● Debian 10へのアップデートなど様々なアップデート
● SSOを使うシステムが増えた

– Gerrit、新拡張機能テンプレートサイ
ト、Discourse、Jitsi、Moodle



TDF Webサイトのアクセス（2020年）
documentfoundation.org

● 146,261回アクセス、196,802ページビュー
● ヨーロッパ(57％)、北米(22.8％)、アジア(12.4％)
●  Windows(64.1%)、macOS(9.2％)、Linux(9.0％)
● Chrome(38.4％)、Firefox(22.1％)、Edge(14％)



LibreOfficeのWebサイトアクセス（2020年）
英語サイトのデータ

● 言語ごとに別サイトになっているが、言語切り替えメ
ニューをつけた

● 19,939,066アクセス、47,589,717ページビュー
● ヨーロッパ(53.4％)、アジア(16.7％)、北米(15.8％)、南
米(10.3％)

●  Windows(83.1%)、macOS(6.6％)、Linux(3.7％)
● Chrome(49.3％)、Edge(18.4％)、Firefox(17.9％)
●



blog
● 英語ブログの他にいくつかの言語のブログがある（日

本語も）
● 2020年のページビューは、184,538(146,170ユニーク
ページビュー)

● LibreOffice 6.4と7.0のリリース記事が最も人気。
マイナーバージョンリリースがそれに次ぐ人気



SNS: 2020年での変化
● Twitter (@LibreOffice) 

– フォロアー数が2020年に、29,340→36,996へ増加
– メジャーリリースが最も人気。コミュニティメンバ紹介のインタビューで貢献

者の獲得ツイートもした
●  Mastodon(https://fosstodon.org/@libreoffice)

– フォロアー数が3,297→4,879へ増加
● Facebook page

– ページへのいいね、56,095→58,516
– Facebookのユーザ活動は減少傾向にあるが、質問やフィードバックには向いて

いる
–

https://fosstodon.org/@libreoffice


SNS(2)
● Youtubeチャンネル

– 登録者数：9,975 →12,807
– 再生回数： 1,587,341→2,042,731
– “LibreOffice 7.0: New Features”が人気（インドネ

シアコミュニティが制作）



主要な貢献者：各種開発活動をポイント化？



オンライン版とモバイル版
● 報告書にはないが、オンライン版とモバイル版は

Collaboraがフォークしてgithubで開発することに
● バックエンドはLibreOfficeを利用しており、

LibreOfficeエコシステムの一部
– デスクトップ版については、Collaboraも

LibreOfficeコミュニティで活動



オンライン版とモバイル版(2)
● オンライン版

– タブUI採用、サイドバーの強化、Drawもサポートレベル強
化、使えるダイアログも増えた

– Nextcloudと組み合わせた利用が多い
● iOS/Android版もだいぶ使えるレベルになってきた

– 機能的に足りない部分や不安定な場合もある
– スマホやタブレットでは簡単な閲覧編集ができればいいケー

スが多いので、そこそこ便利



まとめ
● 年次報告書をベースに2020年を振り返ってみた
● LibreOfficeは様々な活動の複合体としてなりたってい

る
● パンデミックの影響でダウンロード、寄付額は増えた
● クラウド、モバイル化の流れもあり、LibreOfficeとし

ては変化への対応と挑戦は続く


